
　 海藻と は「 海中に生育する 藻類の仲間」 で、 主と し て緑藻類、

褐藻類、 紅藻類の三大グループから なる。 形態的には植物に見ら

れるよ う な根、 茎、 葉の区別がないも のが多く 、 根のよ う に見え

る 付着器は岩や砂礫に固着する働き が主である 。 栄養は葉状の体

全体で光合成によ っ て吸収する。 肉眼的には大型の底生海産藻類

であり 、顕微鏡で見る よう な極小さ い藻類は除外し ている 。 一方、

海中には植物によ く 似た根、 茎、 葉の区別がある「 海草」 と 称す

る アマモの仲間が生育し ており 、 根は砂泥の中に伸長し て土中の

栄養を 吸収、 葉から も 光合成で栄養を 吸収する 。 岩礁域に生育す

る も のと 砂泥域に生育する も のがある が、 こ れら は分類学的に維

管束植物で扱われている ので、 本分類群では除く 。

　 日本の沿岸域には約1 5 0 0 種類の海藻類が生育し ている が、 海

藻の地理的分布は沿岸を 流れる海流の影響を 強く 受ける 。 寒流の

流れる 北海道ではコ ンブなど亜寒帯性海藻が、 黒潮暖流の影響が

強い南西諸島ではカ サノ リ 、 ガラ ガラ 類などのいわゆる 亜熱帯性

海藻が生育し ている 。 こ れら の中間に位置する 本州沿岸では暖流

と 寒流の両方の影響を受けてカ ジメ やヒ ジキなどの温帯性海藻が

生育し ている。本州の日本海側は太平洋側の海藻相に似ている が、

干満の差が少なく 冬場の潮位が年間を 通し て一番低いこ と など、

潮間帯の海藻植生は貧弱なのが特徴である 。

　 本県沿岸域の海藻植生は対馬暖流の影響を 強く 受け、 主に暖温

帯性の海藻が生育し 、 一部に熱帯・ 亜熱帯性の海藻も 分布する 。

海水の透明度が高い事も あっ て光合成活動に適し ており 、 かなり

の水深まで海藻類が豊富に繁茂し ている。 特に、 島根半島や隠岐

諸島の外洋に面し た岩礁部海底にはアラ メ 場と 称する 褐藻類のア

ラ メ やカ ジメ が海藻の林を 形成し 、 サザエ類の恰好の生息場と し

て 機能し ている 。 ま た2 ～4 mの長さ のホン ダワラ 類がよ く 繁茂

する ガラ モ場は、 岩礁域を中心に比較的浅い場所にも 多く 見ら れ

る 。 冬から 春にかけてはワカ メ がいたる と こ ろ で生育し ている。

隠岐諸島では梶村が深所（ 水深6 0 ｍ付近ま で） のド レ ッ ジ調査

を 中心と し て詳細に海藻相を 調査し ており 、 ク ロ シオメ （ 深海性

コ ン ブ ）、 ヒ ナカ サノ リ など 十余種の新種が数多く 確認さ れたほ

か、 隠岐諸島はカ ジメ の日本海側の分布北限と なっ ている 。 また

近年の生息調査ではパッ チ状に分布し ていたアマモ場の中ではホ

ソ エガサ（ 環境省絶滅危惧Ⅰ類） も 見つかっ ている 。 隠岐諸島は

絶海の中にあり 、 日本海南部域においての海藻を はじ め海洋生物

の分布上、 最も 興味ある 区域と いえる。

　 本県には、 全国でも 数力所し か生育が確認さ れていない貴重な

海藻が認めら れる。 海藻類の中では唯一、 国の天然記念物に生育

地が指定さ れている ク ロ キヅタ と 隠岐島が基準標本産地（ タ イ プ

産地） である ク ロシオメ がある 。 ク ロキヅタ は隠岐諸島の島前に

位置する西ノ 島の別府湾の近く に黒木御所跡（ 後醍醐天皇隠岐島

に流刑さ れた地） があり 、 こ の御所の前の海で珍し い海藻が採集

さ れ、 その後こ の地名を と っ てク ロ キヅタ と 命名さ れた。 1 9 2 2

年3 月3 日、 国の天然記念物にその生息地が指定さ れている。 ク

ロ キヅタ は隠岐諸島の中でも 分布が限ら れており 、 広範な分布調

査を 行う 必要がある と 思われる が、 現時点で生育し ている 周辺の

海域に、 ク ロ キヅタ の繁殖が拡大する 傾向はないよ う に思える。

従っ て、 現在生育し ている地域の保護が必要である と 考える 。 ク

ロ シオメ は隠岐諸島の島後・ 島前地区の水深2 0 ー6 0 mの深所に

生息し ている ので、 その生態系は謎に包まれている 。

（ 秋吉英雄）
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選定理由

　 隠岐諸島西ノ 島の黒木御所跡近く の浅海で日本で最初に発見さ れ、 そ

れにちなんでク ロキヅタ と 命名さ れた。 海藻類と し ては唯一、 国の天然

記念物に生息地域が指定さ れている(1 9 2 2 年)。 島根県以外では愛媛県

と 高知県に分布をみるのみで、南西諸島にはアマミ ノ ク ロキヅタ がある。

隠岐諸島においても 分布は限ら れており 、 潮流と 海底質と の微妙なバラ

ンスの上で繁殖し ているも のと 思われ、 防波堤の建設などによる海水の

汚濁によっ て生息地域が減少傾向にあると 思われる。

概　 　 要

　 体は匍匐する円柱状の茎状部と 下方に繊維状の仮根を認める。 匍匐枝

の上方には、 幅1 ～2 cm、 高さ 1 0 ～2 0 cmの緑色の平たいリ ボン 状の

葉状部が分岐し ないで直立し ている。 葉状部の縁は鋸のよう なギザギザ

の切れ込みがあるのが特徴である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐諸島でのみ生息が確認さ れている。 天然記念物の地域保護指定地

になっ ている隠岐島西ノ 島の別府湾、 中ノ 島海士町菱浦湾周辺では広範

囲に繁殖し ている 。 生息環境は実に様々で、 砂礫質の浅い海底2 mでは、

砂に埋まっ ている 岩上を 中心と し て砂地上に匍匐枝を 伸ばし て、 直径2

～3 ｍのコ ロニ－を 形成し ていたが、 防波堤のコ ン ク リ －ト 面や船の係

留ロ －プ、 直径5 0 cmほどの転石上にも 集団を作っ ており 、 水深3 0 cm

から 2 0 ｍの深さ の冬場の波の影響を 受けにく い場所で繁殖し ている も

のと 思われる。

存続を脅かす原因

　 沿岸域の堤防の設置や埋め立て、 港湾浚渫作業等の海事工事などの漁

港の整備・ 拡張に伴う 生息環境の破壊が懸念さ れる。 生活排水などの流

出による海水の汚濁。 油汚染や漂着物による生息環境の悪化。

（ 執筆者： 秋吉　 英雄）
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選定理由

　 こ の海藻は梶村によって初めて隠岐島で報告さ れたが(19 81 )、 ド レッ ジ採集を

中心と し て得ら れた知見で生息環境は不明な点が多かっ た。 近年、 隠岐諸島中ノ

島の岡部㈱応用藻類学研究所によっ て深度の潜水調査が行われ、 生息環境の概

要が少し ずつ明らかと なってきた。 島根県以外では静岡県伊豆海域に分布をみる

のみで、 伊豆半島でも 深所に生育し ているクロシオメ は希少種であり 、 イセエビ

漁の刺し 網で混獲さ れるこ と がある程度で、 現場での生育は確認できてない。 隠

岐島においても 分布は非常に限ら れていると 考えており 、 潮流と 海底質と の微妙

なバランスの上で繁殖し ているものと 思われ、 生息環境の解明は急務である。

概　 　 要

　 葉状部は倒卵形で傾卧し 、 1 年生の季節的な消失をする。 多年生の分岐する

匍匐部と 仮根を持ち、 短尺な匍匐部の分岐は数回で水平方向の広がり は殆どな

い。 葉状部の長さ は2 0 ー3 0 cm、 茎と のつけ根の部分が強く 曲がる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐諸島でのみ生息が確認さ れている 。 水深2 0 から 6 0 mの深海に産するも

ので、 こ れまでに知夫里島、 島後地区の都万、 津戸ではド レ ッ ジを主体と し た

調査で確認さ れている。 中ノ 島における生息は現在のと こ ろ 深度潜水調査が進

行中である。 今後の調査次第では生息地域が拡大する可能性が多大である。 生

息場は外洋の深所に局所的に見ら れ、 海底地形によっ て形成さ れる遮蔽区域に

群生する状況などから 探索し 難く 、 生息環境は不明な点が多い。 沿岸近く より

沖側の外洋域に周年を 通し て藻体の分布密度が高い状況から 水深6 0 ｍまでの

深部に生育し 易いも のと 思われる。

存続を脅かす原因

　 隠岐諸島は、 日本海特有の海洋現象がこ の海域に生息する生物に与える影響

は非常に大き い。 南から の対馬暖流と 北から のリ マン寒流の勢いの強弱による

海水温度変化、 冬の季節風の吹き 出し による深海の冷水湧流の影響など、 不安

定な環境の中で、 常に生息が脅かさ れるギリ ギリ の状況の中で生き 続けている

と 思われる。

特記事項

　 隠岐島津戸が基準標本産地（ タ イ プ産地） である。

（ 執筆者： 秋吉　 英雄）
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